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５月１日現在の人口●男1,721人●女1,768人●計 3,489人（前月比11）●転入30●転出20●出生2●死亡1●世帯数1,089（前月比6）

平成17年５月10日

月号

次々と野菜を買い求める来場者でにぎわった販売コーナー

村では、４月７日・８日の両日、北塩原村
商工会や裏磐梯観光協会、さらには農家の
皆さんと連携し、杉並区とのまるごと保養
地協定に係るＰＲイベント「物産展」を杉

並区役所を会場に開催。平日にもかかわらず、大勢
の区民の皆さんが訪れ大いににぎわいました。
初日の７日には、高橋村長より交流の証として、村の花「ミ
ズバショウ」が描かれた漆工芸品を杉並区の山田宏区長に手渡
した後、山田区長、高橋村長、鈴木定芳村議会議長の３人がつ
いたもちなどを来場者に振る舞いました。
２日間で、村産のコシヒカリ（300グラム入り2000袋）や

たらの芽（3000個）、つきたてのもち（1600食分）を無料で配布したほか、アスパラガスなど
の農産物販売が行われ、素朴な味や新鮮で安心な農産物が大変好評で陳列した農産物は完売。イ
ベント終了後早速、「（村産の）お米を買いたい」などの声が寄せられました。

イベントには、本イベント実行委員会委員長である吉川一三
村商工会長をはじめ、松山昭洋裏磐梯観光協会長、各商工観光
関係者、農家の皆さんなど約60人が参加。人情味あふれる接
客などで、区民の皆さんと交流を深め、イベントを大いに盛り
上げました。
また、４月５日から14日にかけて同区役所を会場に、「写真

展」を開催し、村内各地の美しい風景などを紹介、好評を得て
いました。
しかし、来場者は「近くにこんなきれいな場所があるんだ」

などと話し、 裏磐梯 という存在を初めて知られた方が意外
に多いことも分かりました。

▲村からの記念品を受け取る
山田宏区長（左）



広報きたしおばら ②

雄国３林道オーバーユース対策マイカー規制のお知らせ
― 自然保護と交通安全のために ―

６月

雄国萩平駐車場 ⇔ 金沢峠駐車場

雄国萩平
駐車場発

注１）最終の下りバスは金沢峠を17時45分に出発します。
注２）バスは28人乗りです。乗客満員時には次のバスに乗車となります。

片　道 大人　　　　５００円 こども　　　２５０円

往　復 大人　　　１,０００円 こども　　　５００円
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①
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近
年
、
急
速
に
進
行
す
る
少
子
化
は
、
村
も
例
外
で
は
な
く
、
子
ど
も
や
子
育
て
を
め
ぐ
る
環
境
は

大
き
く
変
化
し
、
子
ど
も
と
親
の
育
つ
・
育
て
る
力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
村
で
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
先
生
等
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
次

代
の
担
い
手
と
な
る
子
ど
も
が
成
長
し
て
い
く
過
程
を
総
合
的
に
推
進
す
る
計
画
と
し
て
「
き
た
し
お

ば
ら
子
ど
も
夢
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
地
域
、
学
校
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
を
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り
な
が

ら
、
計
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推
進
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努
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て
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・
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広報きたしおばら ④

行
政
区
長
会
が
４
月
18
日
、

村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
開
か
れ
、
高
橋

村
長
が
平
成
17
年
度
の
行
政

区
長
さ
ん
に
委
嘱
状
を
手
渡

し
ま
し
た
。

地
域
の
ま
と
め
役
、
村
民

の
皆
さ
ん
と
村
と
の
橋
渡
し

役
と
し
て
一
年
間
お
世
話
に

な
り
ま
す
。

▲高橋村長より委嘱を受ける下吉区
長の中川満さん（右）

平成17年度行政区長

集落名

下 吉

谷 地

北 山

関 屋

樟

松 陽 台

大 塩

大 久 保

下 川 前

上 川 前

区長名

中　川　　　満

星　　　正　申

遠　藤　祐　一

内　海　佐　吉

岩　田　多　吉

小　椋　志　郎

安　部　嘉　久

五十嵐　惣　八

赤　城　幸　ニ

五十嵐　松　男

集落名

桧 原

金 山

早 稲 沢

曽 原

狐 鷹 森

剣 ケ 峯

蛇 平

秋 元

小 野 川

長 峯

区長名

伊　藤　和　好

遠　藤　正　彦

小　椋　静　男

大　森　　　一

染　谷　洋　三

牛　木　光　男

菊　地　　　聰

渡　部　文　雄

小　椋　隆　治

松　崎　　　豊

皆
さ
ん
と
村
と
の

パ
イ
プ
役
が
決
ま
り
ま
し
た

新
潟
県
小
千
谷
市
の
関
広
一
市
長
が
４
月
19
日
、
村
役
場
を
訪

れ
、
高
橋
村
長
に
支
援
物
資
や
救
援
金
、
村
職
員
の
長
期
派
遣
な

ど
に
つ
い
て
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

例
年
に
な
い
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
同
市
も
雪
解
け
が
進
み
、
よ

う
や
く
災
害
復
旧
工
事
が
始
ま
る
そ
う
で
、「
村
民
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
全
国
の
皆
さ
ん
か
ら
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
気
持
ち
の
上
で
も
心
強
い
」
な
ど
と
、
復
興
に
向
け

た
心
境
な
ど
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲感謝の気持ちを述べる関広一市長（左）

新
潟
県
中
越
大
震
災

復
興
支
援
の
お
礼
に

小
千
谷
市
長
来
村

伊藤文雄 の叙勲受章祝う
「瑞宝単光章」受章祝賀会

昨年秋の叙勲で、瑞宝単光章を受章した元北塩原村消防
団長伊藤文雄さん（桧原）の祝賀会が４月17日、裏磐梯猫
魔ホテルで開かれ、約170人が出席し受章を祝いました。
発起人を代表して高橋村長が伊藤さんの功績を紹介しな

がら「村民が夢と希望を持てる村づくりのために今後も協
力をいただきたい」とあいさつし、酒井消防団長が経歴を
紹介しました。
伊藤さんは、昭和24年に消防団員となり、退団する平成

12年まで51年の永きにわたり、消防団員として第一線で活
躍されました。
特に平成10年の豪雨災害では団長としての的確なる陣頭

指揮を取られたほか、村議会副議長、商工会副会長や観光
協会および桧原漁協の理事を務めるなど村の発展のために
多方面にわたり多大なご尽力をなされました。
叙勲受章誠におめでとうございました。

▲伊藤文雄氏としのぶ夫人

さ
ん



⑤ 広報きたしおばら

ツ
ラ
ン
ギ
地
区
を
訪
れ
た
訪
問
団

は
、
壮
大
な
ル
ア
ペ
フ
山
を
眺
め
た

後
、
ト
カ
ア
ヌ
川
で
川
下
り
を
体
験

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
川
下
り

は
初
め
て
と
あ
っ
て
大
興
奮

Ｎ
Ｚ

の
大
自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
地
区
の
街
中
を
自
由
に

散
策
し
、
実
際
に
英
語
を
使
っ
て
買

い
物
を
し
た
り
、
昼
食
を
注
文
し
た

り
す
る
な
ど
、
生
き
た
英
会
話
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
中
学
生
と
の
交
流
も
深
め

ま
し
た
。
一
緒
に
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
や
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
汗
を
流
す

な
ど
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
な
か
な
か
言
葉
が
通
じ
な
く
て

も
、
い
つ
の
間
に
か
意
気
投
合
し
て

い
た
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は

ツ
ラ
ン
ギ
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
お

も
て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
お

礼
と
し
て
、
ギ
タ
ー
に
合
わ
せ
て
訪

問
団
全
員
で
日
本
の
歌
（「
さ
く
ら
」

や
最
近
の
流
行
歌
）
を
披
露
し
た
ほ

か
、
お
り
が
み
を
一
緒
に
折
る
な
ど
、

日
本
の
文
化
を
紹
介
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
２
日
間
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
ツ
ラ

ン
ギ
地
区
の
家
庭
か
ら
温

か
い
歓
迎
を
受
け
、
家
族

の
一
員
の
よ
う
に
過
ご
し

ま
し
た
。
生
活
様
式
の

違
い
を
感
じ
な
が
ら
も
、

そ
れ
ぞ
れ
に
忘
れ
ら
れ

な
い
大
切
な
思
い
出

が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
首
都
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

で
は
博
物
館
や
水
族
館
、
美
術
館
を

見
学
し
、
日
本
と
の
歴
史
や
文
化
、

そ
し
て
気
候
や
風
土
の
違
い
を
学
び
、

ワ
イ
ト
モ
鍾
乳
洞
で
は
、
青
く
光
る

土
蛍
を
見
学
。
神
秘
的
な
世
界
も
体

験
し
ま
し
た
。

壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
大
自
然
の
中
、

Ｎ
Ｚ
の
人
々
の
心
の
優
し
さ
、
豊
か

さ
を
感
じ
な
が
ら
、
心
と
心
の
触
れ

合
い
を
体
験
し
た
大
変
実
の
あ
る
研

修
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ

の
国
際
交
流
で
学
ん
だ
事
を
生
か
し
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

▲タウポ湖を見下ろす高台で記念撮影



広報きたしおばら ⑥

前回は、「痴呆」の呼び方が、「認知症」となったことについてお知らせしました。今回は、「認知症」
の症状と、「認知症」と「心配のないもの忘れ」の違いについてお知らせします。
「認知症」とは、脳の障害によって起こる「病気」です。もの忘れ、時間や場所が分からないなど

の「記憶する力・考える力が失われる症状」、落ち着きがない、徘徊、夜中に騒ぐなどの「気持ちや行
動に変化があらわれる症状」、電話がかけられなくなるなどの「できていたことができなくなる症状」
があります。

★「認知症」と「心配のないもの忘れ」の違い
認知症による「もの忘れ」の場合 心配のない「もの忘れ」の場合

ごはんを食べた後、食べたこと自体を忘れてしまう。 ごはんを食べた後、食べたものを忘れることがある。

忘れていることを理解できなくなる。 忘れたことに自分で気が付くことができる。

家族のことや自宅の場所が分からなくなる。 毎日一緒にいる家族や自宅の場所は忘れることはない。

怒りっぽくなったり、頑固になったりする。 態度に変化はない。

自分がどこにいるか分からなくなったり、昼と夜の区別
がつかなくなったりする。

自分がどこにいるのか分からなくなることはない。

■相談窓口　◎住民ふれあい課健康づくり班（保健センター） ２８－３７３３
◎北塩原村在宅介護支援センター　　　　　　　 ２８－３７５６

次回は、正しく知ろう「認知症」③～「認知症」の予防～についてお知らせします。

認知症は、本人は症状に気が付かない場合が多いため、家族などの周囲の人々が気づいてあげることが早
期発見・治療につながります。認知症と思われる症状がみられたときには、早めに医療機関で診てもらいま
しょう。

正しく知ろう認知症②

今回から、村の食生活改善推進員の方々が考えた「身体に良い・地場
産品を使ってできる・季節の食材を使ってできる・簡単…」
などなど、工夫をこらしたおやつを毎月紹介します。
お子さんやお孫さんのおやつに、ぜひ作ってみてく
ださい。
また、掲載するおやつは保健センターで毎月

行っている「こどもランド」で実際に会員さん
が作って紹介しています。こちらもぜひ遊びに
来てくださいね！

☆材料４人分
食パン（６枚切り）………１枚
バター………………………適量
牛乳 ……………………150cc
砂糖……………………大さじ２
卵……………………………１個
バニラエッセンス
（あればで良い）…………少々
粉砂糖（あればで良い）…少々

食パンのみみを取
り、オーブントー
スターなどで焼き
ます。

point1
point2

かたくなった食パンやフ
ランスパンでもおいしく
できます。

小さく切ったりんごやレ
ーズンなどを加えてもお
いしいですよ！

卵をよく溶きほぐ
し、 を加えて目
の細かいザルでこ
します。

耐熱性の容器にバ
ターを塗り、 の
パンを一口大に切
って並べます。

にバニラエッセ
ンスを加えてひと
混ぜしたら、 の
容器に静かに流し
ます。

焼き上がってあら
熱がとれたら、茶
こしで粉砂糖をふ
りかけます。

鍋に牛乳と砂糖を
入れて混ぜ、火に
かけて沸騰直前で
火をとめます。

アルミホイルをふ
んわりとかぶせ、オ
ーブントースター
で約15分、表面に
焼き色がつくまで
焼きます。



⑦ 広報きたしおばら

■問い合わせ先
南東北裏磐梯診療所　 32－２００９

先 生 紹 介

行
政
相
談
員
に

遠
藤
　
聖
一
郎
さ
ん
（
再
）

総
務
省
で
は
、
北
塩
原
村
を

担
当
す
る
行
政
相
談
員
と
し
て
、

遠
藤
　
聖
一
郎
さ
ん
（
北
山
）

を
再
委
嘱
し
ま
し
た
。

連
絡
先

24
・
３
６
７
６

5月16日（月）～22日（日）
５月16日から22日までの一週間は「春の行政相談週間」です。

行政相談員は、国の仕事をはじめ、ＮＴＴ等の仕事についての苦情

や意見・要望も受け付け、住民の皆さんと役所との間に立って、その

解決を促進するよう相談に応じています。相談は無料で秘密は厳守。い

つでも自宅で相談に応じていますので、お気軽にご連絡ください。

なお、今月は、例月の相談会とあわせて下記のところで開催します。

５月2 5日 ( 水 )午前 1 0時～午後３時
桧原出張所 ３４－２００４

行政相談会

７月１日～９月30日の期間、会津地域にてＪＲ６

社と地元が協力して観光誘客キャンペーンを開催し

ます。

全国各地であらゆる広報媒体によって“あいづ”

をアピール。多くの誘客が期待されます。

北塩原村では、トレッキングを中心としたイベン

トを展開していきます。訪れたお客様に「また行っ

てみたい」と思っていただき、リピーターの方が増

えるように努力しています。

村民の皆さんも、温かいおもてなしの心で“あい

づ”に訪れるお客様をお迎えしましょう。

■問い合わせ先 観光政策課 ３２－２５１１

大 型 観 光 キ ャ ン ペ ー ン



広報きたしおばら ⑧

派遣職員復帰報告

み
な
さ
ま
お

久
し
ぶ
り
で

す
。私

は
、
平
成

15
年
４
月
１
日

付
け
で
、
熱
塩
加
納
村
に
派
遣
職
員
と
し
て

住
民
課
保
健
衛
生
係
に
配
属
さ
れ
、
主
に
環

境
保
全
や
廃
棄
物
行
政
に
関
す
る
こ
と
を
担

当
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
熱
塩
加
納
村
で
は
、
不
法
投

棄
撲
滅
に
向
け
、
各
行
政
区
に
不
法
投
棄

熱
塩
加
納
村
か
ら
復
帰

小
椋
　
秀
一
（
財
務
政
策
課
）

監
視
員
を
置
き
、
監
視
の
目
を
光
ら
せ
て
い

る
こ
と
に
は
驚
き
ま
し
た
。

特
に
山
間
部
に
は
、
モ
ラ
ル
の
な
い
人
が

廃
棄
し
た
ご
み
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
一
つ
を
拾
う
時
に
、
環
境
問
題
の

難
し
さ
を
さ
ら
に
実
感
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
２
年
間
の
派
遣
経
験
を
生

か
し
、
行
政
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

新
し
い
環
境

の
中
で
仕
事
を

す
る
と
い
う
こ

と
は
、
は
じ
め

戸
惑
い
が
あ
る

も
の
で
す
。

私
は
、
平
成
15
年
４
月
に
塩
川
町
に
派

遣
さ
れ
、
２
年
間
、
町
行
政
に
携
わ
っ
て
参

り
ま
し
た
。
私
が
思
う
派
遣
職
員
と
い
う
の

は
、
自
分
の
や
る
べ
き
仕
事
を
理
解
し
、
積

極
的
に
行
動
で
き
る
、
５
〜
６
年
役
場
で
勤

務
し
て
き
た
方
が
選
ば
れ
る
も
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
さ
か
自
分
が
派
遣
職

員
に
選
ば
れ
る
と
は
…
。
私
は
役
場
に
入
っ

塩
川
町
か
ら
復
帰

五
十
嵐
　
好
孝
（
産
業
政
策
課
）

て
３
年
目
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
が

行
っ
て
い
い
も
の
か
と
当
初
は
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
逆
に
今
は
派
遣
に
行
っ
て
良
か

っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
多
く
の

人
た
ち
に
出
会
い
、
触
れ
合
え
た
か
ら
で

す
。
こ
の
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
先
自
分
の
財

産
に
な
る
と
信
じ
、
北
塩
原
村
で
の
業
務
に

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後

に
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
の
２
年
間
を
無
駄
に

し
な
い
た
め
に
も
、
塩
川
町
で
の
経
験
を
生

か
し
、
村
の
発
展
の
た
め
に
頑
張
っ
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

派
遣
早
々
頻

発
す
る
余
震

や
、
至
る
所
で

目
に
す
る
家
屋

や
道
路
の
被
害

の
甚
大
さ
に
言
葉
失
い
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
す
ら
破
壊
さ
れ
た
中
で
の
派
遣
と

な
り
、
私
自
身
無
事
に
帰
れ
る
か
不
安
な
ま

ま
復
興
支
援
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
が
、
市

民
や
市
職
員
の
方
々
の
復
興
に
向
け
た
情
熱

が
日
に
日
に
強
く
感
じ
、
い
つ
の
ま
に
か
不

安
が
情
熱
に
変
わ
り
「
立
ち
あ
が
れ
団
結
小

千
谷
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
復
興
を
誓
い
支
援

小
千
谷
市
か
ら
復
帰

渡
部
　
大
志
（
産
業
政
策
課
）

し
て
参
り
ま
し
た
。

復
興
支
援
に
従
事
で
き
た
事
は
私
に
と
っ

て
大
き
な
経
験
と
な
り
ひ
と
皮
む
け
た
気
が

し
ま
す
。

「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
と

言
い
ま
す
。
小
千
谷
で
経
験
し
た
こ
と
を
忘

れ
ず
に
災
害
に
強
い
村
を
目
指
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
小
千
谷
市
が
完
全
に
復
興
す
る
ま

で
何
年
か
か
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
今
後

も
時
間
を
見
付
け
て
復
興
の
お
手
伝
い
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

約
５
ケ
月
間

の
災
害
復
興
支

援
で
し
た
が
、

普
段
の
生
活
で

は
経
験
で
き
な

い
、
と
い
う
よ
り
、
考
え
も
し
な
い
経
験
の

連
続
で
、
テ
レ
ビ
を
通
し
て
見
る
映
像
と
身

体
で
感
じ
る
現
場
の
雰
囲
気
と
で
は
、
ま
さ

に
「
雲
泥
の
差
」
で
し
た
。

交
通
手
段
が
遮
断
さ
れ
家
に
戻
れ
な
い
地

小
千
谷
市
か
ら
復
帰

須
藤
　
裕
三
（
観
光
政
策
課
）

区
の
区
長
さ
ん
が
、
震
災
で
子
ど
も
を
亡
く

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
地
区
の
た
め
に
東
奔

西
走
す
る
姿
に
言
葉
に
な
ら
な
い
感
情
を
覚

え
ま
し
た
。
凝
縮
さ
れ
た
５
ケ
月
間
で
得
た

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
や
多
く
の
人
と
出
会
い
感

じ
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今
後
の
糧

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
災
害
派
遣
で
得
た
災
害
復
興
と
い

う
経
験
が
生
か
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
安
全
な

北
塩
原
村
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。



大塩長寿会（五十嵐力会長）は４月20日、
大塩小学校を訪れ、手作りの竹馬21組を同校
に寄贈しました。
竹馬は、この冬の大雪で倒れてしまった竹

を有効に活用したいとの考えから思いついた
同会の五十嵐力会長（上川前）のアイデアに
よるもので、五十嵐会長は、「子どもたちの体
力向上に役立ててほしい」などと話していま
した。

４月20日、裏磐梯小学
校において『読み聞かせ
の会』を開催しました。
この会は本を読む機会が
減ってきている現代の子
どもたちに、もっと読書
活動への関心や意欲を高
めてもらうことを目的と
した事業です。

講師に喜多方市で絵本の読み聞かせボランティア活動を
している広瀬智香子さんを迎え、低学年・中学年・高学年
に分かれ、それぞれ絵本の紹介や、実際に読み聞かせをし
ていただきました。
子どもたちは真剣に耳を傾け、絵本の世界を楽しんでい
る様子でした。

▲大塩小　本名校長（右）に竹馬を手渡す大塩長
寿会の五十嵐力会長（中央）と五十嵐好江さん
（左）

裏磐梯小学校・公民館共催 地域のお年寄りから子どもたちへ

広
瀬
さ
ん
（
写
真
上
）
の
読

み
聞
か
せ
に
聞
き
入
る
子
ど

も
た
ち

杉
並
区
立
和
泉
中
学
校
の
一
行

（
１
年
生
45
人
、
引
率
16
人
）
が
、

４
月
24
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
本

村
に
滞
在
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

や
触
れ
合
い
を
通
し
仲
間
と
の
絆

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

一
行
は
、
早
稲
沢
地
区
の
民
宿

（
８
軒
）
を
基
点
に
村
内
各
地
を

訪
れ
、
竹
と
ん
ぼ
や
水
鉄
砲
つ
く

り
な
ど
の
里
山
体
験
の
ほ
か
、
マ

タ
ギ
文
化
や
裏
磐
梯
の
自
然
の
成

り
立
ち
な
ど
に
つ
い
て
興
味
深
く

学
ん
で
い
き
ま
し
た
。

杉
並
区
教
委
の
方
の
お
話
し
に

よ
る
と
、
今
回
の

よ
う
な
教
育
旅
行

は
初
め
て
の
企
画

で
、「
23
校
あ
る

区
立
中
学
校
の
参

考
に
し
た
い
」
な

ど
と
お
話
し
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

杉
並
区
教
委
の
モ
デ
ル
校
と
し
て

▲勢いよく水が出るように工夫しな
がら水鉄砲を作る子どもたち
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大
塩
　
　
高
橋
末
義

大
久
保
　
五
十
嵐
真
澄

上
川
前
　
大
竹
英
子

大
久
保
　
鈴
木
君
恵

桧
原
　
　
佐
々
木
キ
ミ
子

大
塩
　
　
渡
部
豊
子

北
山
　
　
佐
藤
裕
子

桧
原
　
　
穴
澤
　
子

狐
鷹
森
　
宮
野
玉
枝

北
山
　
　
武
藤
敏
子

羽
入
幸
恵

高
畑
か
お
り

山
本
由
江

内
海
怜
子

千
葉
達
子

中
川
意
子

紅
色
に
染
ま
る
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ

の
大
群
落
を
見
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

当
日
、
午
前
８
時
か
ら
ラ
ビ
ス

パ
裏
磐
梯
駐
車
場
で
安
全
祈
願
祭

を
行
い
ま
す
。
登
山
後
に
は
と
ん

汁
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

参
加
申
込
は
不
要
で
す
。
当
日

テ
ン
ト
で
受
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間

午
前
７
時
30
分
〜
午
前
８
時

■
コ
ー
ス

ラ
ビ
ス
パ
出
発
（
送
迎
バ
ス
）→

雄
子
沢
口→

雄
国
沼
（
休
憩
舎
）

→

雄
国
山
頂→

ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯

■
問
い
合
わ
せ
先

観
光
政
策
課

32
・
２
５
１
１

雄
国
山
開
き

６
月
12
日
（
日
）

雨天
決行

来
春
卒
業
の
中
学
・
高
校
卒
業
者

の
求
人
申
込
み
が
６
月
20
日
よ
り
始

ま
る
の
を
前
に
、
各
事
業
主
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
求
人
受
理
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
生
徒
が
地
元
に

定
着
で
き
る
た
め
に
も
、
多
く
の
事

業
主
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
日
時

６
月
７
日
（
火
）

13
時
30
分
〜
（
受
付
13
時
〜
）

■
会
場

喜
多
方
プ
ラ
ザ
小
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
喜
多
方

22
・
４
１
１
１

自衛官募集
■採用種目

２等陸・海・空士（男子のみ）
■受付期間

平成17年６月１日(水)まで
■試験日程

平成17年６月５日(日)
■募集年齢

18歳～27歳未満(入隊時)
■問い合わせ先

自衛隊福島地方連絡部会津若松出張所
０２４２－２７－６７２４

国家公務員採用試験
（Ⅲ種試験※高校卒業程度）

■受付期間
６月21日（火）から６月28日（火）まで

■試験日程
平成17年９月４日（日）

■その他
申込用紙の請求や受験資格等については、
人事院までお問い合わせください。

■問い合わせ先
人事院東北事務局第二課試験係

０２２－２２１－２０２２
ホームページ
http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm
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休日当番医

大竹内科…………… 22 - 0241

高橋小児クリニック… 25 - 7066

手代木医院………… 22 - 0034
ひらの医院………… 22 - 3135

第二次救急当番医

佐原病院…………… 22 - 5321
県立喜多方病院…… 22 - 2181
小 野 病 院………… 22 - 0414
鳴 瀬 病 院………… 24 - 3333

第２次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必
要とする重症患者の救急医療体制です。

県では今年から５月の第４週を「子育て週間」、その週間の日曜日を「子育ての日」としました。県
内各地でさまざまなイベントが開催されます。ぜひご参加ください。
詳しくは、県少子高齢社会対策グループ（ ０２４－５２１－７１９７）または、ホームページ

（http://www.pref.fukushima.jp/angelnet/）でご確認ください。

５月22日は「子育ての日」
５月22日～28日は「子育て週間」

社会保険庁や社会保険事務所の職員を装い、不
審電話や文書を届けたり、ご自宅を訪問したりす
るなどし、個人情報を聞き出す、金銭をだまし取
るなどの被害が発生しています。
◎社会保険庁・社会保険事務所では銀行口座を指
定して振込みを依頼する、また、職員が訪問し、
預金通帳等を預ることはありません。

◎電話で個人情報を聞きだすこともありません。
◎不審に思われる訪問や電話等があった場合には、
相手の身分証明書の掲示を求めるか、所属・氏
名を確認する。または、お近くの社会保険事務
所へお問い合わせください。

■問い合わせ先
会津若松社会保険事務所

０２４２－２７－６９５１

有
識
者
に
よ
る
子
育
て
に
関
す
る

講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。

■
日
　
時

５
月
22
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

■
場
　
所

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

※
託
児
所
有
り

■
問
い
合
わ
せ
先

県
少
子
高
齢
社
会
対
策
グ
ル
ー
プ
　

０
２
４
・
521
・
７
１
９
７

皮
膚
科
医
を
講
師
と
し
て
招
き
、

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
対
応
や
支
援

に
つ
い
て
広
く
学
ん
で
い
た
だ
け
る

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時

５
月
26
日
（
木
）

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

■
場
　
所

県
会
津
若
松
合
同
庁
舎

第
３
・
第
４
会
議
室

■
相
談
料

無
料

※
相
談
に
は
、
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

県
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ

０
２
４
２
・
29
・
５
２
７
８

小
児
科
医
に
よ
る
病
気
、
健
康
、

子
育
て
に
関
す
る
相
談
会
を
実
施
し

ま
す
。
日
曜
日
の
ひ
と
と
き
、
ゆ
っ

く
り
と
し
た
相
談
会
に
ぜ
ひ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

■
相
談
医

加
藤
　
一
夫

（
元
県
立
医
大
教
授
、
県
会
津
保
健
所
長
）

佐
藤
　
康
次

（
会
津
若
松
市
・
佐
藤
病
院
長
）

■
日
　
時

５
月
22
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
　
所

・
会
津
若
松
会
場

レ
オ
ク
ラ
ブ
ガ
ー
デ
ン

ス
ク
エ
ア
（
旧
長
崎
屋
）

・
喜
多
方
会
場

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
喜
多
方
店
２
Ｆ

■
相
談
料

無
料

※
相
談
時
間
は
30
分
程
度
で
、
子
ど

も
の
身
体
測
定
や
遊
び
の
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
ま
す
。

※
相
談
に
は
、
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す

■
問
い
合
わ
せ
先

県
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

地
域
支
援
グ
ル
ー
プ
　

０
２
４
２
・
29
・
５
５
０
６
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今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

５
月
25
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

桧
原
出
張
所
　
　

34
・
２
０
０
４

行
政
相
談
委
員
　
　
　
遠
藤
聖
一
郎

自
動
車
税

全
期
分

軽
自
動
車
税

全
期
分

上
下
水
道
使
用
料

４
月
分

国
民
年
金

５
月
分

お
誕
生
お
め
で
と
う
！

武
藤
　

希
り

き

田
中
　
太
陽

た
い
よ
う

潔
　
治

大

北
山
二
区

松

陽

台

((

))

赤
ち
ゃ
ん
の
名
前

・
保
護
者
名
・

地
区
名

平
成
17
年
４
月
１
日
〜
４
月
30
日
ま
で
届
出
分

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

大
内
　
　
博
（
正
博
・
父
）
大
塩
下
区

ご
結
婚
お
め
で
と
う
！

【
３
月
届
出
分
】

【
４
月
届
出
分
】

（
鈴
木
　
朝
洋
（
大
塩
下
区
）

山
田
　
典
子
（
喜
多
方
市
）

（
大
竹
　
隼
人
（
関
　
屋
）

栗
田
　
洋
子
（
喜
多
方
市
）

（
宇
内
　
健
二
（
熱
塩
加
納
村
）

鈴
木
　
利
恵
（
大
塩
中
区
）

（
五
十
嵐
崇
博
（
大
久
保
）

佐
藤
美
由
紀
（
会
津
若
松
市
）

（
丸
山
　
秀
夫
（
北
山
二
区
）

王
　
　
立
娟
（
中
　
国
）

（
鈴
木
　
　
修
（
蛇
　
平
）

渡
辺
　
聡
子
（
会
津
若
松
市
）

住民ふれあい課　渡部　久子

今年で第48回を迎える磐梯山開き。例年５月第２日
曜日に開催していましたが、今年は残雪の影響で、５
月22日（日）に順延することとなりました。
弘法清水でのミスター磐梯山コンテストや青空郵便

局など、イベント内容は例年とおり開催します。皆さ
んの登頂をお待ちしています。

■問い合わせ先 観光政策課　 ３２－２５１１

好天に恵まれた４月下旬、駅伝合宿のメッカの地として定着した早
稲沢地区にあまり見かけない子どもたちの姿が見受けられました。子
どもたちは、まるごと保養地協定を結んだ杉並区から訪れた中学生た
ち。そして宿に戻った子どもたちを温かく迎えていたのが、今回紹介
する伊藤義人さんです。
義人さんのお宅では、農業をしながら民宿を経営しています。民宿
は、昭和40年代に早稲沢地区を中心に盛んであった「夏季学生村」
に合わせて始められ、以前は農業が主でしたが、現在は、義人さんが
民宿業に専念、農業は親世代が受け持ち、自宅や民宿で消費する分の
野菜を作られているそうです。
宿泊客でにぎわった「夏季学生村」のころの思い出について「盆や
正月はあまりうれしくなかったなあ」と振り返る義人さん。「夏は学
生さんの他にたくさんの観光客の方が泊まられるので、自分の寝床も
ないような状態でしたからね」と当時の過密ぶりを紹介してくれまし
た。
その後、早稲沢地区は時代の移り変わりとともに、勉学にいそしむ学生さんの姿は見られなくなりました。しか

し、スポーツパーク桧原湖の整備が大きなきっかけとなり、今では駅伝選手でにぎわう“学生村”として知られるよ
うになりました。
義人さんは、同施設の整備以前から駅伝合宿の受け入れに力を入れてきた一人。それゆえ、施設が整備され、これ
ほどの学生さんが来てくれるようになったことにうれしさを覚えながらも、常に危機感を持ち続けています。「お客
さんが黙っても来てくれていた『夏季学生村』のころの受身の感覚ではダメ。駅伝合宿や杉並区との保養地協定も一
般の観光対策と同じで、地域が一体となり主体的かつ戦略的に誘客活動を展開しなければ」と気を引き締める義人さ
ん。
近年の観光のキーワードは「おもてなし」そして「地元住民との触れ合い」。「お客様の要望にきめ細やかに対応し
ないと」と語る義人さんと楽しげに会話を交わす杉並区の子どもたちの様子から、今回、訪れた子どもたちの輪が広
がり、多くの観光客がリピーターとして北塩原村に訪れてくれることを期待せずにはいられませんでした。

－戦略的な誘客活動を展開したい－
～駅伝合宿受入・杉並区まるごと保養地協定～

第50回

伊藤　義人さん（早稲沢）

▲杉並区の子どもたちと義人さん。
－ 義人さんの人柄に子どもたちもすぐに

打ち解けた様子です。－

【
お
詫
び
】
３
月
届
出
分
の
婚
姻
届
出
を
４
月
号
に

掲
載
し
な
か
っ
た
た
め
、
今
月
号
に
掲
載
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。


